






















































































（経済）都市機能の集積の促進、輪島の地域ブランドの発信、農林水産業の振興
（社会）ｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾌﾘｰな社会の実現、地域で支え合う福祉の増進、地域医療の充実
（環境）災害に強い安全なまちづくりの推進、ごみの抑制とﾘｻｲｸﾙによる循環型社会の形成
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情報発信 普及展開性自治体ＳＤＧｓに資する取組

各種計画への反映

・域内外の主体
「輪島市総合計画審議会」を主体とする
経済・環境・社会・学識団体

・国内の自治体
山口県萩市（姉妹都市）・奥能登地区市町

・海外の主体―国際連合食料農業機関

行政体内部の執行体制 ステークホルダーとの連携

自律的好循環の形成へ
向けた制度の構築等

2022年度SDGs未来都市全体計画提案概要（提案様式２）

提案全体のタイトル：“あい”の風が育む 「能登の里山里海」・「観光」・「輪島塗」
― 三位一体の持続可能な発展を目指して ―

提案者名：石川県輪島市

全体計画の概要：“あい” の風は、日本海の沖合から吹く風のことで、あいの風を帆に受け日本海を往来する北前船が、輪島のまちに活力と文化の多様性をも
たらし、「能登の里山里海」、「観光」、「輪島塗」の3つの特性を育んできた。この3つの「輪島らしさ」を三位一体のＳＤＧｓ施策として推進、次世代に繋がる持続可
能な発展を目指す。

世界農業遺産「能登の里山里海」に代表される豊かな自然に恵まれた輪島市は、
人口・世帯数とも減少傾向が続いており、まちの活力低下が懸念されている。輪
島市では、2022年度から2026年度までを計画期間とする「第2次輪島市総合計
画（後期計画）」を策定し、輪島ブランドを全国に発信する、奥能登の中核都市に
ふさわしいまちづくりを推進することとしている。

輪島市の2030年のあるべき姿は、2006年に策定した「第1次輪島市総合
計画から不変である。それは、「“あい”の風が育む、快適・活気・夢のま
ち」という言葉で表現されている。市民が安心・安全で“快適”に暮らし、
多くの人が集い、“活気”に溢れ、あらゆる世代が“ゆめ”を描ける、2030
年の輪島市を目指している。

〇世界農業遺産「能登の里山里海」に代表される、
自然環境の保全と自然の恵みの継承
〇輪島の魅力を際立たせる歴史的景観の保全活用
〇「朝市」や「白米千枚田」に代表される観光資源を
活用した、多様なツーリズムの振興
〇世界に誇る「輪島塗」を生産する漆器産業の強化

〔域内〕“がんばる輪島”おもてなし事業
普段使いの漆器宣伝活用事業 など

〔国内〕輪島里山里海まつりの開催
禅文化による観光情報発信事業 など

〔海外〕JAPAN TENT輪島プログラムの開催
輪島塗海外マーケット開拓発信事業 など

【能登の里山里海】里山里海を中心に守られてき
た持続的な農林水産業と農村文化の普及展開
【観光】コロナ禍による新しい生活様式に対応す
る持続可能な観光のあり方についての普及展開
【輪島塗】全国16の漆器産地組合をはじめ、多く
の団体が持続可能な生産消費形態の普及展開

・第2次輪島市総合計画（後期計画）
・輪島市まち・ひと・しごと創生総合戦略
・輪島市新交通ネットワーク計画
・輪島市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ及び立地適正化計画
・輪島市新エネルギー計画
・輪島市黒島地区重伝建保存地区防災計画

輪島市ＳＤＧｓ推進本部
↓ ↑

輪島市ＳＤＧｓ庁内ワーキング
↓ ↑

“あいの風”輪島市自治体ＳＤＧｓ推進会議

・PDCAサイクルに基づき、行政体内部及びｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰとの連携により常時見直しを進め、自立的好循環の形成に努める。
・行政体内部においては、「輪島市SDGs庁内ﾜｰｷﾝｸﾞ」における進行管理の中で見直しを行い、「推進本部」で意思決定。
・ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰとの連携協力においては、「ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟの構築」、「重点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進」の2つの観点から、定期的に評価・
検証し、行政体内部にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸする制度を構築し、官民連携で自律的好循環の形成に努めていく。



2022年度自治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

自治体SDGsモデル事業名：「能登の里山里海」、「観光」、「輪島塗」3つの“輪島ブランド”の連携による
「ＳＤＧｓ未来都市･輪島」の実現

提案者名：石川県輪島市

取組内容の概要：輪島市が将来に渡って奥能登の中心的役割を果たし、歴史を積み重ねていくためには、白米千枚田に代表される世界農業遺産「能
登の里山里海」、朝市を拠点とする「観光」、世界に冠たる「輪島塗」、これら三つが連携し、持続可能な発展を続けていくことが不可欠
であり、ＳＤＧｓの理念のもと、その実現に取り組んでいく。

●「輪島市 新観光ビジョン」の策定
●「輪島市 SDGｓ未来都市マップ」製作

●輪島朝市観光と食文化の継承事業
●未来の“輪島めし”創作コンテスト

課題：輪島市の自然環境に育まれた
農林水産資源の次世代への継承

「能登の里山里海」・「観光」・「輪島塗」
三位一体のおもてなしによる

持続可能な「輪島ツーリズム」実践事業

１．輪島の海と陸の豊かさが守られ、
２．雇用の確保と、歴史的なまちなみ保全と文化振興が図られ

３．伝統を継承し未来へと繋げる人財を育成する

●輪島塗 現実工房✖仮想工房
●輪島塗 海外マーケット開拓事業

課題：輪島塗を受け継ぐ人づくりと
伝統技術の保存と継承社会→経済

地域コミュニティの拡大

経済→社会
輪島塗の後継者育成

環境→経済
森林整備と漁場環境の保全

環境→社会
農林漁業従事者数の増加

社会→環境
地域貢献事業者の増加

経済→環境
地産地消の拡大

環境

経済 社会

課題：コロナ禍による「「新しい生活様式」に
対応する持続可能な観光振興

稼げる地域づくり、
地場産品の販路拡大 等
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